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いんざいの不思議な庭　Vol.2
つながる『ひとてま』プロジェクト
～目の前のあなたと，ここではないどこかへ，
　　　　　　　　　　　　 今ではないいつかに～

2025   9：00～
21：30   2.28 3.16日金

休館日 3/3（月） 3/10（月）観覧無料
お問い合わせ｜印西市文化ホール　TEL 0476-42-8811

〒270-1327 千葉県印西市大森2535　受付時間／9：00～21：30
休館日／毎週月曜日(月曜日が休日の時はその後の最も近い休日でない日)、12/28～1/4

主催：印西市文化ホール(指定管理者 株式会社ケイミックスパブリックビジネス)

印西市文化ホール 2階 中庭



「ひとてま」インスタレーション
「会津・漆の芸術祭 2012 地の記憶 未来へ」
　　　　　　　　　　　　　　      末廣酒造

「ひとてま」インスタレーション
「アートフェスタふじみ野 2018」
　　　　　　　　　 ふじみ野市

「いんざいの不思議な庭」は、印西市文化ホール2階にあるガラスに囲まれた中庭を舞台に、来館者とアート作品との出会い、そ
して作品を通じた新たな気づきの機会を提供しようとする試みです。今回は造形作家・塩谷良太氏を迎え、塩谷氏が「握手」を
テーマに継続的に取り組んできたプロジェクト「HitoTeMa」(ひとてま)の作品を紹介いたします。
本展では3,000個を超える粘土ピースが中庭全体にさざ波のように広がります。丸みを帯びたユニークな形の粘土は、ひとつひ
とつが人 の々「握手」によって形成されたものです。
作品は天候や時間帯によって表情を変え、特に夕暮れ以降は、ガラスの乱反射によって煌めきながら更に増殖するイメージをも
たらします。中庭と内外を分かたれながらもガラス面を介し、「HitoTeMa」が波及させた人 の々つながりと向かい合う本展は、タ
イトルの通り「ここではないどこか，今ではないいつか」に想いを馳せる契機となることでしょう。普段の文化ホールとは様相の異
なる「不思議な庭」にて、ひととき日常の視点から離れた新しい出会いをお楽しみください。　　 　　　　　印西市文化ホール

握手は、友好や親しみを表す挨拶として、人と人が直接つながる象徴的な行為です。
「HitoTeMa」は、この握手という行為やその意味を形にするプロジェクトであり、ワークショップで
あり、インスタレーション作品でもあります。
「HitoTeMa」では、握手の際に粘土をお互いの親指と人差し指の間に挟んで、手を握り合いま
す。そして、ゆっくりと手を離すと、握手の形が残った粘土ができあがります。この一つひとつのピー
スは、その瞬間の「握手の痕跡」であり、人と人が手を通じてつながった「記録」と言えるでしょう。
このプロジェクトは、2011年の東日本大震災をきっかけに始まりました。福島第一原子力発電所
から20km圏内にある葛尾村の人々が、柳津温泉街で避難生活を送った後、温泉街の住民と別
れる際に、「HitoTeMa」のワークショップが開かれ、握手を形に残しました。出来上がった「握手
の痕跡」は、焼き上げられて箸置きとして参加者に贈られました。
その後、主にイタリアで「HitoTeMa」のワークショップが行われ、多くの「握手の痕跡」が床に並
び、インスタレーション作品《HitoTeMa》として展示されてきました。この活動は継続され、日本
やインドネシアなどでも行われ、特にコロナ禍においては人と人の距離が広がる中で、ふれあい
の大切さを再認識するきっかけとなりました。
「HitoTeMa」は、これからも「人間同士のつながり」について問いかけ続けていきます。

塩谷 良太
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2020. 8 個展「かたちに、かたちのないもの」瀬戸市美術館、瀬戸／愛知
2020. 7 個展　水犀、蔵前／東京
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いんざいの不思議な庭　Vol.２

つながる『ひとてま』プロジェクト

塩谷 良太
～目の前のあなたと，ここではないどこかへ，今ではないいつかに～

やきものを用いて造形表現を行う塩谷良太。
造形の「仕組み」を起点に、観る者の内に
さまざまな記憶や感情を喚起する。

関連ワークショップ

日時

対象 参加費

「みいだすと、いかす」

2025年3月1日(土)

「HitoTeMa」(ひとてま)について

塩谷 良太 RYOTA   SH IOYA

1回目｜10：00～12：30　2回目｜13：30～16：00
2階ロビー集合
どなたでも 500円　※汚れてもよい服装でご参加ください。

2025年 1月18日(土) 10：00～　ホール電話・窓口にて受付開始。

身の回りにある、かたちも質感もさまざまなものに粘土を押し当てて、
その魅力を引き出してみましょう。「ひとてま」ピースの制作も体験します。




